














緒言 

幼児自閉症の原因研究においては,動物モデルを開発してその病態を解明する必要があり,

それには行動奇形学の応用が1つの手段になると指摘されている 19)。われわれは,昨年度

の報告で胎生期のラットに methamphe-tamine(以下 MAP)を投与し,行動奇形学の立場から

生後早期の行動特徴を,幼児自閉症にみられる「特有の外界への反応性の障害」と「睡眠覚

醒リズム形成の遅延」を指標にして検討した。その結果,次のようなことを報告した。 

MAP 反復投与を受けた母親から生まれた仔ラット(MAP 群)では,(1)運動量の明暗サイクル

に伴う変化が形成されにくく,なんらかの日内リズムの障害が推測される,(2)音刺激に一

よる行動に変化がみられ,外部刺激への反応性の障害が示唆される,(3)MAP 再投与時に過

敏反応性が形成されておらず,いわゆる逆耐性現象がみられない,(4)脳内 catecholamine

濃度の測定により,前頭葉皮質で dopamine が減少しており,神経伝達の障害が示唆される,

の 4点である。 

以上の事項をさらに詳細に検討するため,本年度も同様の MAP 群を作成し,生後,次のよう

な行動観察と生化学的検討を行った。 

生後早期から継時的に運動量を測定し,明暗リズムの形成過程を観察した。音刺激に対する

反応性を,刺激前・中・後に分け,昨年よりも短期間の運動量の変化を測定した。生化学的

には,脳内各種神経伝達物質受容体の変化をラジオレセプターアッセイによって検討した。 

その結果,胎生期 MAP投与で,生後早期になんらかの注意障害を疑わせる行動変化がみられ,

その時,生化学的には,前頭葉皮質の serotonin2 受容体が減少していた。これらの成績をも

とに,幼児自閉症における serotonin 系の役割について考察した。 


